
第１６期



国内経済

企業業績の回復

雇用環境の改善傾向

米中貿易摩擦などの影響

景気は緩やかな回復基調で推移

先行き不透明な状況が続く



外国為替市場

（１米ドル／円：日足）
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２０１８年

米ドル／円相場の推移

米中貿易摩擦による影響 英国のＥＵからの離脱交渉難航

外国為替市場全体的に小幅な値動きで推移

２０１９年



当社グループの取組み

外国為替市場のボラティリティに影響を受ける

当社グループの収益

ボラティリティが低調な状況でも安定した収益が確保できる取組み

少人数制セミナーの開催地域拡大
セミナー内容の見直し

外国為替取引高に連動



ニュース配信の導入

トムソン・ロイター社

ダウ・ジョーンズ・ジャパン社

経済情報配信コンテンツの充実

当社グループの取組み

顧客の知識向上・取引意欲の向上・
利益率向上に繋がる環境を構築



ＰＣに劣らない性能

スマートフォンならではの
手軽な操作性を実現

スマートフォンアプリの刷新

当社グループの取組み

取引タイミングでのロスを低減させる環境の構築



比較的収益性の高い
通貨ペアの
スプレッドを縮小

スプレッドの縮小

当社グループの取組み

米ドル円以外の通貨ペアの取引高増加に努める



顧客預り証拠金・口座数

顧客預り証拠金

当期

▲5.0％
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449,899

前期

（単位：口座）

口座数

当期

＋7.3％

482,827
54,565

前期

（単位：百万円）

60,000

40,000

20,000

0

年間の外国為替取引高

兆 億通貨（前期比 ▲11.5%）5,3073



招集ご通知 １０Ｐ～２３Ｐ



招集ご通知 ２５Ｐ



安定収益への取組み

営業収益

＋9.2％

9,000
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0

7,671

前期

（単位：百万円）

8,378

当期

ボラティリティが低調な状況

少人数制セミナーの
開催地域拡大

経済情報配信
コンテンツの充実

スマートフォンアプリ
の刷新など

過去最高



収益率向上への取組み

営業利益

＋15.5％
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比較的収益性の高い
通貨ペアの
スプレッド縮小

過去最高

カバー取引の見直し



経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益
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招集ご通知 ２４Ｐ



資産の部

資産の部
負債の部

純資産の部

流動資産 74,936

当期 前期比

（単位：百万円）

固定資産

資産合計

前期

366

75,303

資産の部

▲4,741

連結貸借対照表

▲4,72870,208

▲3,334外国為替取引顧客差金

▲4,219外国為替取引差入証拠金

▲13353

70,562



負債の部

▲6,745

外国為替取引預り証拠金 ▲2,735
短期借入金 ▲3,800

▲3841,227

61,806

▲6,36060,579

資産の部
負債の部

純資産の部

負債の部

連結貸借対照表

流動負債 66,940

（単位：百万円）

固定負債

負債合計

1,611

68,551

当期 前期比前期



純資産合計 6,752

当期 前期比

（単位：百万円）

前期

純資産の部

資本金 ＋92

8,755 ＋2,003

＋1,807利益剰余金

＋92資本剰余金

連結貸借対照表

資産の部
負債の部

純資産の部純資産の部



その他の報告事項

連結株主資本等変動計算書
単体の計算書類

招集ご通知 ２６Ｐ～２９Ｐ

連結注記表
個別注記表

法令及び当社定款の規定に基づき、
インターネット上の当社ウェブサイト
に掲載のとおり

連結計算書類に関する会計監査人
及び監査等委員会の監査結果 監査等委員の監査報告のとおり



招集ご通知 ４Ｐ～６Ｐ



対処すべき課題

証券取引など他の金融商品と比べ近年急成長

外国為替証拠金取引事業

金融商品として魅力的

オンラインによる
２４時間取引が可能

少額からの投資
が可能

外国為替という
身近な商品



対処すべき課題

既存事業の一層の拡大及び
安定的な収益計上への取組み

1 顧客ニーズの実現 海外事業の拡大5

2 取引システムの安定稼働 優秀な人材の確保と育成6

3 ブランディング力の強化 コンプライアンス体制の確立7

4 収益源の多様化



顧客ニーズを素早く把握

① 顧客ニーズの実現

取引システムの操作性

スプレッドの縮小などによる取引コストの削減

顧客の取引収益向上につながる情報の配信

キャンペーンの継続・条件の向上 など

対処すべき課題

一層のスピードアップを図り、顧客ニーズを実現

社内関係部門
及び

システム会社
との連携を強化

早
い
サ
イ
ク
ル
で

実

現



② 取引システムの安定稼働

取引システムに関する
保守・運用面の継続的な改善

災害や大規模なシステム障害
などの有事に備えた
「事業継続計画」 の強化

対処すべき課題



顧客ニーズを反映した取引アプリケーションの改善

スプレッドなどの取引条件の最適化
ユニークなキャンペーンの実施
社会貢献活動

対処すべき課題 ③ ブランディング力の強化

当社グループの地位を明確化



マス広告

対処すべき課題 ③ ブランディング力の強化

認知度の向上

Ｗｅｂ広告 など



外国為替証拠金取引業者向け

④ 収益源の多様化

ホワイトラベルサービスの提供

カウンターパーティとしての
カバー取引

対処すべき課題

国内外の金融商品取引業者を対象とした ＢｔｏＢ取引への取組み



外国為替証拠金取引で蓄積したノウハウ

バイナリーオプション 仮想通貨交換業

対処すべき課題 ④ 収益源の多様化

外国為替証拠金取引以外の金融商品の顧客向けサービス提供

など



⑤ 海外事業の拡大

HIROSE TRADING
HK LIMITED

２０１２年１０月

（香港）

HIROSE FINANCIAL UK LTD. （英国）

２０１０年１０月

Hirose Financial
MY Limited

２０１４年１０月

（マレーシア）

対処すべき課題



国内の外国為替証拠金取引事業で蓄積したノウハウを強み

対処すべき課題 ⑤ 海外事業の拡大

海外での競争力の向上・収益の増加に取り組む

各国の慣習、海外における金融商品の状況の把握

各国の顧客ニーズに対応したサービスの提供

低コストサービスの提供 など



⑥優秀な人材の確保と育成

当社グループの中心的存在として
業務に取り組む
意欲ある人材の採用・育成

経営理念、コンプライアンスプログラム、
規程などに基づく研修の実施

対処すべき課題

顧客満足度向上
への取組み

全社員に対して
育成を図る



「コンプライアンス管理規程及びマニュアル」
などを制定

役職員へのコンプライアンスの
周知徹底を目的とした研修

⑦コンプライアンス体制の確立

コンプライアンス体制を強化

高い倫理観をもって企業活動に取り組む

対処すべき課題

グループ全体でコンプライアンスに対する意識向上



個人情報保護に対する意識向上

個人情報保護体制の適切な整備・運用の確保

一般財団法人日本情報経済社会推進協会（ＪＩＰＤＥＣ）が運営

対処すべき課題

プライバシーマーク取得企業

⑦コンプライアンス体制の確立



企業情報の適時開示体制を含めた
コンプライアンス体制の確立

対処すべき課題 ⑦コンプライアンス体制の確立

役職員に対するコンプライアンスの周知徹底・
教育・啓蒙活動



株主の皆様におかれましては、

今後とも格別のご支援を

賜りますようお願い申し上げます。


